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1500 ○  オブジェクト'%1s'が宣言されていますが、このプロジェクトでは使用されていません。 

1501 ○  関数'%1s'が宣言されていますが、このプロジェクトでは使用されていません。 

1502   オブジェクト'%1s'が定義されていますが、このプロジェクトでは使用されていません。 

1503   関数'%1s'が定義されていますが、このプロジェクトでは使用されていません。 

1504   オブジェクト'%1s'は、定義されている翻訳単位の中だけで参照されています。 

1505   関数'%1s'は、定義されている翻訳単位の中だけで参照されています。 

1506 ○  
識別子'%1s'はtypedef名として宣言されていますが、別の場所で異なる宣言にも使用さ
れています。 

1507 ○  '%1s'が異なる複数の型のtypedefとして使用されています。 

1508 ○  typedef '%1s'が複数の場所で宣言されています。 

1509 ○  外部結合をもつ'%1s'が、複数個定義されています。 

1510 ○  外部結合をもつ'%1s'が、複数個宣言されていますが互換性がありません。 

1512 ○  外部結合をもつ識別子'%1s'が複数の翻訳単位の中で独立に宣言されています。 

1513 ○  
外部結合をもつ識別子'%1s'の独立した(定義でない)宣言が、複数の場所に存在しま
す。 

1514   
オブジェクト'%1s'は、定義されている翻訳単位の中の、関数'%2s'だけから参照されて
います。 

1515 ○  異なるファイルが同じファイル名 '%1s'で使用されています。 

1516 ○  
異なるファイルが、大文字小文字が異なる類似したファイル名 '%1s'で使用されていま
す。 

1517 ○  
異なるファイルが、同じファイル名'%1s'で使用され、一方が他方をインクルードしていま
す。 

1520 ○  関数が間接的に再帰呼び出しになっています。 

1521   '%1s'は再帰関数です。 

1525 ○  
外部結合をもつオブジェクト/関数 '%1s' が、内部結合をもつ他のオブジェクト/関数と
同じ識別子をもっています。 

1526 ○  
結合をもたないオブジェクト'%1s' が、外部結合をもつ他のオブジェクト/関数と同じ識別
子をもっています。 

1527 ○  
内部結合をもつオブジェクト/関数'%1s' が、内部結合をもつ他のオブジェクト/関数と同
じ識別子をもっています。 

1528 ○  
結合をもたないオブジェクト '%1s' が、内部結合をもつ他のオブジェクト/関数と同じ識
別子をもっています。 

1529 ○  
結合をもたないオブジェクト '%1s' が、静的記憶域期間をもつ結合をもたない他のオ
ブジェクトと同じ識別子をもっています。 

1530 ○ ○ 
オブジェクト’%1s’は、一貫性のない割り当て手段を異なる翻訳単位内で使用していま
す。 

1531   
オブジェクト'%1s'は、定義されている場所とは異なる1つの翻訳単位の中だけで参照さ
れています。 

1532   
関数 '%1s' は、定義されている場所とは異なる1つの翻訳単位の中だけで参照されて
います。 

1533   オブジェクト'%1s'は、関数'%2s'だけから参照されています。 

1534   マクロ'%1s'は、このプロジェクト内で宣言されていますが使用されていません。 

1535   typedef'%1s'は、このプロジェクト内で宣言されていますが使用されていません。 

1536   タグ'%1s'は、このプロジェクト内で宣言されていますが使用されていません。 

1550  ○ 静的に初期化されたオブジェクト’%1s’の初期化子が異なる翻訳単位内で定義されて



 

います。 

1551  ○ 
静的に初期化されたオブジェクト ’%1s’の初期化子がこの翻訳単位内の後
方で定義されています。 

1552  ○ ’%1s’ の初期化子が異なる翻訳単位内で動的に初期化されています。 

1553  ○ 
’%1s’ の初 期 化 子 がこの翻 訳 単 位 内 の後 方 で動 的 に初 期 化 されてい
ます。  

1554  ○ このプロジェクト内の’%1s’の初期化子が不明です。 

1555  ○ 
関数’%1s’は、この翻訳単位内の後方で定義されていて静的に初期化されてい
る’%2s’を参照しています。 

1556  ○ 
関数’%1s’は、この翻訳単位内の後方で定義されていて動的に初期化されてい
る’%2s’を参照しています。 

1557  ○ 
関数’%1s’は、異なる翻訳単位内で定義されていて静的に初期化されている’%2s’を参
照しています。 

1558  ○ 
関数’%1s’は、異なる翻訳単位内で定義されていて動的に初期化されている’%2s’を参
照しています。 

1559  ○ 関数’%1s’は’%2s’を参照していますが、’%2s’の定義が不明です。 

1700  ○ 
’%1s’ に対 して明 示 的 に宣 言 されたアクセス可 能 なデフォルト・ コンスト
ラクタが、このプロジェクト内 で使 用 されていません。  

1701  ○ 
暗黙的に宣言されたコピーコンストラクタ’%1s’が、このプロジェクト内で使用されてい
ません。 

1702  ○ 暗黙的に宣言された代入演算子’%1s’が、このプロジェクト内で使用されていません。 

1703  ○ ’%2s’ は’%1s’ から仮想的に派生する必要はありません。 

1704  ○ static 変数 '%1s'の初期化中に再帰しています。 

1705   '%2s' の初期化呼出しがされることなく関数 '%1s' が呼出されています。 

1706 ○  インライン関数 '%1s' の定義がすべての翻訳単位で同じではありません。 

1707 ○  関数 '%1s' は同じエイリアスを使用していません。  

1708 ○  関数 '%1s' は同じ修飾子を使用していません。  

1709 ○  関数 '%1s' は同じ仮引数名を使用していません。  

1710 ○  複数の識別子が同じマッチングのパターン'%1s'を持っています。 

1711 ○  複数の識別子の最初の'%1s' 文字が同じ'%2s'を持っています。 

1720 ○ ○ 
無名の名前空間内で宣言されているオブジェクト/関数が、内部結合をもつ別のオブジ
ェクト/関数と同じ識別子をもっています。 

1721 ○ ○ 
結合をもたないオブジェクトが、無名の名前空間内で宣言されている別のオブジェクト/
関数と同じ識別子をもっています。 

1722 ○ ○ 
静的記憶域期間を持つ非メンバオブジェクトまたは、関数 '%1s' が再使用されていま
す。 

1723 ○ ○ 
静的記憶域期間を持つ非メンバオブジェクトまたは、関数 '%1s' が同じ名前空間で再
使用されています。 

1724  ○ クラスのstatic関数または、プライベートメソッド'%1s' が使用されます。 

1730  ○ この特殊化は、一次テンプレートを用いて宣言されていません。 

1750 ○  '%1s'が複数個定義されています。 

1751   グローバルオブジェクト’%1s’はこのプロジェクト内で変更されていません。 

1752 ○  
外部結合を持つオブジェクト'%1s'が宣言されていますが、このプロジェクト内で定義さ
れていません。 

1753 ○  
外部結合を持つ関数'%1s'が宣言されていますが、このプロジェクト内で定義されてい
ません。 

1755 ○  タグ'%1s'が宣言されていますが、このプロジェクトで使用されていません。 

1756 ○  外部識別子'%1s'は、ユニークでなければなりません。 

1757  ○ 
静的ローカルオブジェクトを通じて、共有グローバルデータが'%1s'の代わりに提供され
なければなりません。 



 

1758 ○  外部結合をもつオブジェクト '%1s' がユニークではありません。 

1759 ○  内部結合をもつオブジェクト '%1s' がユニークではありません。 

1760  ○ 
このクラスは構造体にした方が良いと思われます。カプセル化率'%1s'が設定された上
限値'%2s'を超えています。 

 


